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要　旨
　千葉大学大学院看護学研究科・医学部附属病院看護部連絡会議の専門看護師・認定看護師部会にお
いて，看護学研究科の教員と看護部に所属する専門看護師・認定看護師の協働により，専門看護師・
認定看護師の実習評価票を作成した．評価票は，専門看護師教育課程の大学院生と認定看護師教育
課程の研修生が用いる「学生用」と，専門看護師・認定看護師が用いる「実習指導者用」の２つを作
成し，平成２２年度の専門看護師・認定看護の実習で試行した．その結果，学生は実習に慣れるのに時
間を有し慣れるまでは積極的な実習が行いにくく達成感も得られにくいことが分かった．また，実
習指導者と学生の評価の両方を見ることで教育施設の教員は実習の効果や課題について多角的に評
価することができたり，学生の評価票から情報収集時間の不足が分かり，実習日程の調整にもつな
がった．さらに，実習指導要綱には書かれていない実習目標の意図や実習の進め方について学生が
困難に感じている点や，実習指導者が実習中に気づかなかった学生の思い等が明らかになった．評
価票は，専門看護師・認定看護師の実習を行ううえで前提となる姿勢や態度の評価として活用可能で
あり，実習までの教育や実習の組み立ての改善に役立てることができると考える．
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Ⅰ　は じ め に
　千葉大学大学院看護学研究科（以下，看護学研
究科）と千葉大学医学部附属病院看護部（以下，
看護部）は，平成１１年より千葉大学大学院看護学
研究科・医学部附属病院看護部連絡会議を開催し，
看護学教育および研究に関わる様々な内容につい
て協議し，効果的な推進を目指してきた．本連絡
会議は６部会から成り，報告者らは専門看護師・
認定看護師部会に所属している．看護学研究科で
はがん看護，老人看護，母性看護，小児看護，精
神看護の５領域が専門看護師教育課程の認定を受
け，また，乳がん看護認定看護師教育機関の認定
も受けている．これまで看護部に所属する専門看
護師・認定看護師は，専門看護師や認定看護師教
育において講師や実習指導等の役割を担ったり，
専門看護師・認定看護師部会で共同研究を行うな
ど，看護学研究科と様々な協働をおこなってきた．
しかし，専門看護師・認定看護師の実習について
は，がん看護専門看護師と乳がん看護認定看護師
のみを受け入れているため，看護学研究科の特定
分野と個々の専門看護師・認定看護師が直接連絡
をとりあっている現状があった．平成２２年４月の
時点で看護部に在職する専門看護師は４名（がん
看護３名，精神看護１名），認定看護師は8名（皮
膚・排泄ケア２名，乳がん看護，がん性疼痛看護，
集中ケア，救急看護，糖尿病看護，感染管理　各
１名）であった．
　平成２２年度の部会の活動計画を立てる際に，専
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門看護師・認定看護師の実習は個別性が高く，ま
た，実習指導者となる個々の専門看護師・認定看
護師との関わりが深いため，実習の課題や効果に
ついて客観的な評価が難しいことが話し合われた．
専門看護師・認定看護師の数が増え専門看護領域
も広がるなかで，専門看護師・認定看護師の実習
の課題や効果を明確にし，実習指導者間，あるい
は，実習指導者と看護学研究科の教員の間で共有
していくツールが必要であると考えた．本稿では，
専門看護師・認定看護師部会の取組により作成し
た専門看護師教育課程の大学院生と認定看護師教
育課程の研修生（以下，学生とする）と，実習指
導者である専門看護師・認定看護師（以下，実習
指導者とする）が使用する，専門看護師・認定看
護師の実習評価票（以下，評価票とする）作成の
経過と活用について報告する．
Ⅱ　方　　　法
１．学生と実習指導者が使用する評価票の方針
　平成２２年５月の部会において，部会のメンバー
である看護部のがん看護専門看護師２名，乳がん
看護認定看護師１名，がん性疼痛看護認定看護師
１名，および看護学研究科の教員２名で，評価標
作成の方針について話し合った．その結果，以下
を決定した．
・専門看護師・認定看護師が関わる実習・演習に
ついて，学生の評価と実習指導者の評価を対比
してみることができるように，学生用，実習指
導者用の２種類を作成する．
・学生には，実習への参加状況だけでなく，実習
にあたっての自らの準備性を振り返ることがで
きるものとする．
・学生に実習の満足度と理由を尋ね，実習指導者
が指導方法を内省できるものとする．
・専門看護師・認定看護師として実習で到達して
ほしい内容について明示し，どの位到達したか
について，学生の自己評価と実習指導者の評価
を行えるものとする．
・実習前に学生に配布することで，学生が実習で
何を目指し，何を準備したらよいのかを考える
ことができるようにする．
・実習指導者と看護学研究科の教員が評価結果を
共有し，専門看護師・認定看護師の教育を改善
していけるようにする．
　実習で到達してほしい内容については，既に
「実践」「教育」「相談」「調整」「倫理調整」など
専門看護師・認定看護師の役割の視点から成績評
価が行われているため，本評価票では，専門看護
師・認定看護師として活動を行ううえでの姿勢や
態度に焦点をあてることとした．また，到達目標
に対する到達度は，学生と実習指導者が同じ項目
に回答することとした．評価票は後期に演習・実
習が始まることを勘案して９月までに試案を作成
し，平成２２年度の試行を目指した．
２．学生用の評価票の作成
　学生用の評価票の試案は，看護学研究科の委員
が作成した（表１）．評価票の方針に沿って，評価
票には，実習の基本情報（学生の氏名・所属，科
目名，実習期間・フィールド），実習参加状況，実
習の満足度，学習にあたっての自らの準備性，到
達目標に対する自らの到達度（実習指導者用の「学
生の到達度」と同じ項目），実習への感想や要望を
含めた．実習参加状況と実習の満足度については，
背景の異なる学生や実習指導者による比較や，実
習年度による比較等を客観的に行うことができる
ように４段階の選択肢から１つを選択してもらう
形式とした．加えて，教育の改善に向けて詳細を
把握するために，実習参加状況と満足度の選択理
由，および，学習にあたっての自らの準備性，実
習への感想や要望を自由記載で問うものとした．
３．実習指導者用の評価票の作成
　実習指導者が回答する評価票は，看護部の委員
が作成した（表２）．評価票の方針に従い，評価票
には，実習の基本情報（実習指導者の氏名・所属，
科目名，実習期間），到達目標に対する学生の到達
度，自らの指導の振り返り，看護学研究科への要
望を含めた．自らの指導の振り返りと看護学研究
科への要望は，自由記載とした．
　「学生の到達度」については，看護部の４名の委
員が専門看護師・認定看護師として活動を行うう
えでの姿勢や態度に焦点をあて，話し合いを重ね
１３項目を作成した．項目には，個々の対象者への
看護実践の背景となる専門領域の関連法規や政策
の変遷の理解や，実習病院の機能の理解を含めた．
また，実習に向かうレディネスとして，身だしな
みや態度を整えたり，主体的に取り組む態度をも
ち実習担当者とコミュニケーションを重ねること
を含めた．さらに，実習中の課題達成のために，
必要な情報や助言を求めたり，今後の活動の方向
性を説明できることや，実習での学びを自分自身
や自施設での活動に照らして考察できることなど
を含めた．選択肢は，４段階とし，各段階の違いが
明瞭であること，目安がもちやすいことを考え，
看護部と看護学研究科の委員６名でメール審議を
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３4号
－35－
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３4号
－36－
重ね，「できた：8０%以上」，「だいたいできた：６０
－７９%」，「あまりできなかった：４０－５９%」，「で
きなかった：３９%以下」とした．
４．学生用および実習指導者用の評価票の試行と
評価方法について
　平成２２年度の試行に向けて具体的な依頼方法を
検討した後，各担当者への依頼を行った．試行後，
部会の委員で評価票を基に学生の実習に対する準
備性と到達度，実習指導のあり方等について意見
交換を行い，評価票が専門看護師・認定看護師の
教育の改善にどの様に役立てられるかについて検
討することとした．
Ⅲ　平成２２年度における評価票の試行結果
　平成２２年度は，がん看護専門看護師と乳がん看
護認定看護師の実習において評価票が用いられ，
学生７名と，実習指導者２名が評価票を提出して
いた．平成２３年５月の部会において，評価票をも
とに意見交換を行った結果を以下に述べる．
１．学生の実習に対する準備性と到達度について
学生は概ね積極的に実習に参加し満足感を得てい
るが，実習に慣れるのに時間を有し，慣れるまで
は積極的な実習が行いにくく達成感も得られにく
いことが共有できた
　ほとんどの学生は，積極的に実習に参加し，実
習に満足していた．積極的に参加できなかった理
由や満足できなかった理由として，実習に慣れる
まで積極的になれなかったこり，ようやく慣れた
頃に実習終了となり達成感が得られないことが共
有できた．
実習指導者の評価と学生の評価の両方を見ること
で，教育施設の教員が実習の効果や課題について
多角的に評価することができた
　実習で到達してほしい内容の到達度は，学生と
実習指導者で多くの相違がみられた．看護学研究
科の教員は，学生の評価と実習指導者の評価の両
方をみることで，実習の効果や課題について多角
的に評価することができた．
学生の評価票の記載から，情報収集時間が不足し
ていたことが分かり実習日程の調整につながった
　実習の準備性に関する結果から，多くの学生が
事前の演習や講義，自己学習を行い実習に臨んで
いたが，限られたスケジュールの中で必要な情報
を得てアセスメントし看護を展開することが難し
かったことも示された．平成２３年度からは，受け
持ち患者選択やアセスメントのために十分な情報
収集時間が確保できるように実習日程の調整を
行っていた．
２．実習指導のあり方について
実習指導要綱には書かれていない実習目標の意図
や実習の進め方について学生が困難に感じている
点が共有できた
　学生は，実習期間中に関わる患者の選定に苦労
していた．また，実習計画を学生自身が立てるこ
とについても難しい面があり，実習要項には書か
れていない具体的な内容について学生が困難に感
じている点が共有できた．
実習指導者が実習中に気づかなかった学生の思い
を理解することができた
　実習・演習に関する感想や要望の中で，学生は
自分の課題に直面して悩んだり，実習指導者の態
度に戸惑ったことなどを表出していた．実習指導
者や実習に対する感謝も含め，実習指導者は評価
票の記載内容から実習中に気づけなかった学生の
思いを理解することができた．
Ⅳ　考　　　察
　評価票の試行結果から，学生と実習指導者が使
用する評価票の活用により，専門看護師・認定看
護師の実習について多角的な評価が可能になると
考えられた．また，学生と実習指導者双方にとっ
て，実習を振り返り内省することにもつながると
考えられた．今回作成した評価票の到達目標の項
目には、がん看護学会の「がん看護実践に強い看
護師育成プログラム」の研修における前提学習の
目標１)に含まれている専門領域における我が国
の保健医療対策や福祉サービス等の理解や，内田
らが老人看護専門看護師実習において用いていた
「スタッフのCNS実習に対する評価項目」２)の中
で，専門看護師の６つの役割の評価と相関が高
かったと報告しているコミュニケーションに関す
る内容を複数含んでいる．評価票は，専門看護
師・認定看護師の実習を行ううえで前提となる姿
勢や態度の評価として活用可能であり，実習まで
の教育や実習の組み立ての改善に役立てることが
できると考える．
　専門看護師・認定看護師の数が増え専門看護領
域も広がるなかで，実習指導者間，あるいは，実
習指導者と看護学研究科の教員の間で専門看護
師・認定看護師の実習の課題や効果について共有
し，教育の改善に役立てるためのツールとして評
価票を活用していきたい．
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